
《代表者会議における検討資料(実態調査)についてのお願い》 

今年度の FF日本大会・代表者会議の議題は、「FFの未来について考えよう」としました。 

この主旨は、FFI が今、大きな転換期を迎えていると危惧しているからです。それには

私たちは私たちなりに未来に向けて、FFI の継続発展の方策はないものかという視点で今

一度考えたいと思っているからです。 

昨年 10 月 6 日付けの、“FFI 理事会からのお知らせ”に示された資料に見られるように

渡航者数の減少、とりわけ国際的なクラブ対クラブ交換におけるアンバサダー人数が減少

し、このことが FFI の財政に大きな影響を与えていると思われます。では、私たち日本の

クラブの会員、渡航や受入の実態がどう推移しているのか、FFI にどれだけ金銭的に貢献

しているのかデータを収集し分析することから始める必要があり、先ず事実を知るべきで

あろうと思います。今年度の日本大会では有効な方策は打ち出すことは困難かもしれませ

んが、来年度の日本大会に繋げていけたらと考えています。 

 

☆国際クラブ間交換の人数が減少しています (FFI 2014年 10月 6日付データより) 

1.貴クラブの会員や交換の状況についてお聞きします。（クラブ紹介にも利用します） 

ク ラ ブ 名 (   愛知   ) ク ラ ブ  

年    度 2012 2013 2014 2015 

会員数 

家族会員数                    

個人会員数 
    

合計会員数 
    

渡 航 

渡航人数 (1カ所目) ８ １８ １４ ２０ 

渡航人数 (2カ所目) 
    

渡航形態 単独 合同 単独 合同 単独 合同 単独 合同 

渡航者平均年齢(直近)    ― ― 
  

受 入 
2012年～2015年の 

ホスト回数 

1回( 13 人) 2回(５人) 3回（６人） 4回( ３ 人) 

５回(０人) 6回（3人） 7回（１人） 0回（３９人） 

2.貴クラブの会員リクルートについてお聞きします。 

a) 会員増員のための日頃の活動をご説明してください。 

行事委員会が交換のない月に行事を企画し会員、ゲストの参加を呼び掛けている。 

   

b) 若い世代の人を増やす為のアイデアを紹介してください。 

・なによりも国際交流の楽しさを伝え、気軽に参加してもらう機会を作る 

・クラブをおばちゃん集団の雰囲気にしないこと 

  



(備考：会員数と渡航人数から年度別の FFIへの支払いフィーが計算できます。) 


